








































































































































か月間していたが、今は 5 日間となっており、親鸞聖人の命日が 28 日であることから 2 月 28 日
が最終日となるようにしている。 


















昼 13 時半から 16 時半まで、夜 19 時から 21 時まで、どちらも寺院の本堂でお勤め、説教が行
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写真 1（2013年 8月 25日 筆者撮影）     写真 2（2013年 8月 25日 筆者撮影） 
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日新聞、毎日新聞の 3 社に 3 年間広告を載せなければいけなくなってしまうため、そのままにし
ているそうだ。数多くある無縁墓のなかには、江戸時代や明治時代につくられて、文字が読めな
くなってしまったものや、もはや墓なのかどうか判別できなくなってしまっているものもある。
また、珠洲市にはない苗字の墓もあり、それは戦時中に米軍に沈められた日本の潜水艦の乗組員
の墓ではないかと考えられている。 
こういった状況になった背景には、若者の都会への流出が大きく関係している。もともと少子
高齢化が進んでおり、若者が少ないことに加えて、働き口がないことから、若者は都会に行かざ
るをえなくなってしまう。都会で働き始めて、その土地で家庭を持ち、定年まで働くと考えると、
蛸島町に戻ってくる可能性はかなり低くなると考えられる。そうして放置される墓が多くなって
いくのだろう。 
 
6．おわりに 
 
 ここまで光行寺と勝安寺、ふたつの寺院について述べてきたが、このふたつの寺院はどのよう
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な役割を担っているか考えてみようと思う。上で述べているように、春や秋に子供達が集まって
おはぎを食べたり、説教のときには内容が面白いからという理由で人がたくさん集まったりと、
昔の寺院という空間は、地域の人々が集まるコミュニティ空間であった。その機能は、現在も少
なからず残っているように思われる。光行寺の祠堂経に参加した際、参加者は高齢者ばかりであ
ったが、嬉しそうに隣の席の人と話している様子が多く見られた。このことからコミュニティ空
間としての機能はまだ残っていると、私は現地で感じた。 
対して宗教的な面から見てみると、寺院の機能は弱くなっていると思われる。機能が昔から変
わらず維持されているなら、無縁墓は増えないと考えられるからだ。背景に少子高齢化や働き口
不足があるとはいえ、特定の寺院に宗教的機能を求める人が少なくなっている可能性があるとい
える。 
最後に、今回訪れた蛸島町および関わったすべての人々に感謝いたします。本当にありがとう
ございました。 
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